
茨木市の指定文化財 
 

茨木市指定文化財 （有形文化財 工芸品） 

ロレートの聖母浮彫像
ろれーとのせいぼうきぼりぞう

 及び 木製櫃
もくせいひつ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖母浮彫像は、様式、彩色の技法からみて、ヨーロッパ製で、厨子は、日本で作製さ

れたものと考えられます。薄い亜鉛版を裏側から打ち出し、浮彫り状に押し出して油彩

をほどこしたものです。 

幼いキリストを抱いた聖母マリアがカンパニア（イタリア）に建てられている教会堂

を背景にしてあらわされ、マリアの左足の先下方には雲中にいる３人の天使がみられま

す。図の左上には「ＬＯＲＥＴＡ」の６文字を浮き出しにして、それらを油絵具で彩色

しています。 

 「ＬＯＲＥＴＡ」とは「ロレートの」という意味で、イタリア半島のアドリア海沿岸

のマルケ地方にある町の名前です。この町は古くからフランスのルールドと同じく、キ

リスト教徒の巡礼地として知られており、サンタ・カルールサという有名な寺院があり

ます。 

 

寸法   

聖母浮彫像 縦：１１．８㎝  横：８．４㎝   

 

◇所 在 地  個人宅 

◇指 定 番 号   工芸品第１０号 

◇指定年月日  平成１１年５月１日 


